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10
月
13
日
に
、
陸
上
競
技
場
で
中

種
子
町
生
涯
学
習
町
民
フ
ェ
ア
「
第

57
回
中
種
子
町
民
体
育
祭
」
が
、
５

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
８
校
区
の
選
手
団
に
よ

る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
あ
ふ
れ
る
各
種
競
技
や
、

選
手
を
鼓
舞
す
る
声
援
で
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

大
会
を
制
し
た
の
は
岩
岡
校
区

で
、
令
和
元
年
に
続
く
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
躍
進
賞
に
は
、
前
回
の
大

会
７
位
か
ら
、
今
大
会
４
位
に
上
昇

し
た
納
官
校
区
が
輝
き
ま
し
た
。

５年ぶり町民体育祭開催！岩岡が大会連覇

　800m 中学、高校・一般女子　800m 中学、高校・一般女子

　1500m 中学、高校・一般男子　1500m 中学、高校・一般男子

総合成績 校区 点数
優勝 岩岡 413

２位 油久 350

３位 増田 301

４位 納官 294

５位 南界 272

６位 星原 257

７位 野間上 248

８位 野間下 205

躍進賞 納官 -
　選手宣誓　選手宣誓
　　野間上　馬場秀二さん野間上　馬場秀二さん

　躍進賞　納官校区　躍進賞　納官校区

　一輪車リレー　一輪車リレー

　輪回しリレー　輪回しリレー

　100m 小学校共通女子　100m 小学校共通女子

スポーツ功労賞　※敬称略
氏名 推薦団体

鮫島　良一 町ソフトテニス連盟

田中　昌隆 町ソフトテニス連盟

原口　喜一郎 町バレーボール協会

優秀選手賞　※敬称略
氏名・団体 競技
藤﨑　雲登 サッカー

中﨑　歩夢 柔道

平岩　大空 柔道

德永　丈 柔道

濵脇　遼真 陸上

進藤　妃弥呼 陸上

進藤　夏々茶 陸上

稲子　一颯 陸上

里園　謙吾 陸上

松下　天 バドミントン

松下　稔 バドミントン

具嶋　栄 空手

AC373NS 陸上

中種子柔道倶楽部 柔道

町柔道会 柔道

町相撲連盟 相撲



3　広報なかたね 2024.12 月号

綱
引
き
決
勝　

油
久
と
岩
岡

　ゲート通し　ゲート通し　びん倒し　びん倒し

　百足競走リレー　百足競走リレー

　輪入れゲーム　輪入れゲーム

　かけっこ（子どもたちにお菓子を配布）　かけっこ（子どもたちにお菓子を配布） 　マスゲーム（よいらーいき音頭）　マスゲーム（よいらーいき音頭）

　になー木継走　になー木継走

　油久　油久 　岩岡　岩岡

　10 人縄跳び　10 人縄跳び

　玉入れ競争　玉入れ競争　分団対抗リレー　分団対抗リレー

５年ぶりの大会を楽しむたくさんのシーンがありました

　鯉のぼり競走　鯉のぼり競走



広報なかたね 2024.12 月号　4

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

農林水産業の発展を祈願
第45回中種子町農林漁業祭

　

11
月
２
日
に
、
役
場
で
第
45

回
中
種
子
町
農
林
漁
業
祭
が
開

か
れ
、
秋
の
実
り
を
楽
し
み
に
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

式
典
は
、中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
農
業
振
興
に
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
と
生

産
団
体
な
ど
へ
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。
式
典
後
に
、
平
鍋
集

落
郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
郷

土
芸
能
「
平
鍋
大
踊
り
」
が
披

露
さ
れ
る
と
、
観
衆
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
駐
車
場
と
そ
の
前
方

道
路
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
行

わ
れ
た
即
売
会
は
、
中
種
子
火

縄
銃
保
存
会
に
よ
る
試
射
で
開

幕
し
、
肉
や
魚
、
野
菜
、
苗
木
、

各
種
加
工
品
や
特
産
品
な
ど
の

即
売
に
加
え
、
焼
き
芋
（
安
納

い
も
）
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
ジ
ュ
ー

ス
、
豚
汁
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
無
料
配
布
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
次
々
に
各
試
食
や

売
り
場
を
回
り
、
目
当
て
の
品

物
を
求
め
て
各
ブ
ー
ス
に
は
長

い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競

争
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も

大
盛
況
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
ん
だ

農
林
漁
業
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　郷土芸能（平鍋大踊り）　郷土芸能（平鍋大踊り）
　式典：農林漁業振興推進決議　式典：農林漁業振興推進決議
　山﨑大祐さん（左）　山﨑由希子さん（右）　山﨑大祐さん（左）　山﨑由希子さん（右）

焼き芋（安納いもブランド推進本部）焼き芋（安納いもブランド推進本部）

ひじきごはん（食生活改善推進員）ひじきごはん（食生活改善推進員）

飲食コーナー（中央公民館）飲食コーナー（中央公民館）

サトウキビジュース（公共施設管理公社サトウキビジュース（公共施設管理公社））

お楽しみ抽選会（中央公民館大ホール）お楽しみ抽選会（中央公民館大ホール）

牛乳早飲み競争（県酪農協）牛乳早飲み競争（県酪農協）

フィッシュバーガー（種子島漁協）フィッシュバーガー（種子島漁協）

豚汁（婦人の家）豚汁（婦人の家）



5　広報なかたね 2024.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

様々な芸術や文化に親しむ　

第 47 回中種子町民文化祭
　

第
47
回
町
民
文
化
祭
が

11
月
２
日
か
ら
４
日
の
３

日
間
（
舞
台
発
表
は
３
日

の
み
）、
種
子
島
こ
り
～
な

で
開
か
れ
、
様
々
な
芸
術

や
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
生
け
花
や
押

し
花
、
習
字
、
俳
句
、
絵

画
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
が
熱
心
に
鑑

賞
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
20
団
体

の
舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
合
唱

や
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　閉幕　中種子火縄銃保存会による試射　閉幕　中種子火縄銃保存会による試射

　演奏　演奏

　展示　展示

　舞踊　舞踊

　ダンス　ダンス

　

10
月
19
日
に
、
中
種
子
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
、
第
３
回
「
種

子
島BIG　

VISION

」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
の
（
株
）Village 

A
I

が
企
画
し
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
の
福
西
崇
史
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
16
人
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
集
結
し
て
、
午
前
は
島
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
サ
ッ

カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
は
地
元
の
高
校
生
、
社
会
人

チ
ー
ム
と
サ
ッ
カ
ー
の
エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
あ
り
、
元
日

本
代
表
と
の
白
熱
し
た
プ
レ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
試
合
後
は
、
音
楽
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、
会
場
が
一
体
と

な
り
、
歓
声
と
熱
気
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
、
種
子
島BIG　

VISION

か
ら
町
に
、
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー

ル
ネ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　サッカー教室　サッカー教室
　写真左：福西さん　写真左：福西さん

　音楽ライブ（スペシャルセッション）　音楽ライブ（スペシャルセッション） 　エキシビジョンマッチ　エキシビジョンマッチ

サッカーイベント「種子島 BIG　VISION」　

サッカー元日本代表とのふれあい　音楽ライブも盛り上がり
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

10
月
６
日
に
、
中
央
公
民
館
で

種
子
島
文
化
活
性
化
倶
楽
部
が
主

催
の
「
共
生
劇
場
」
が
あ
り
、
１

０
０
人
以
上
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
劇
場
は
、
文
化
活
動
を
通

じ
て
、
障
が
い
を
持
つ
人
も
持
た

な
い
人
も
だ
れ
も
が
同
じ
舞
台
で

共
演
し
、
交
流
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
、
劇
や
バ
レ
エ
、

落
語
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

劇
は
、
特
別
支
援
学
校
の
子
ど

も
た
ち
と
須
山
バ
レ
エ
教
室
の
生

徒
が
共
演
し
て
、
共
生
社
会
を
描

い
た
物
語
を
演
じ
、
子
ど
も
た
ち

の
演
技
に
、
観
客
の
温
か
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

文化活動を通じた交流
共生劇場

　

11
月
６
日
に
町
長
室
で
、「
鹿

児
島
県
防
犯
功
労
者
賞
」
の
表
彰

伝
達
式
が
あ
り
、
種
子
島
警
察
署

長
か
ら
美
園
サ
ナ
ミ
さ
ん（
美
座
）

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

美
園
さ
ん
は
、
種
子
島
地
区

防
犯
協
会
の
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー

（
中
種
子
地
区
）
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
青
パ

ト
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
地
域
安

全
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

長年にわたる地域安全活動を評価
美園サナミさんに鹿児島県防犯功労者賞授与

　

10
月
22
日
に
、
市
丸
グ
ル
ー

プ
か
ら
町
内
の
小
中
学
生
５
２

７
人
に
「
プ
リ
ン
セ
ス
わ
か
さ
」

の
往
復
乗
船
券
と
、
町
へ
の
寄

付
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
８
月
11
日
に
執
り

行
っ
た
名
誉
町
民
市
丸
良
一
氏

の
町
民
葬
に
対
す
る
お
礼
と
し

て
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
市
丸
隆

二
郎
社
長
が
、
種
子
島
で
過
ご

し
た
少
年
時
代
に
、
鹿
児
島
本

土
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
思
い
出
を
重
ね
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
に
な

れ
ば
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
寄
付
金
に
は
、
昔
の

様
な
活
気
あ
る
町
を
取
り
戻
す

た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

フェリーの往復乗船券を子どもたちに
市丸グループから町内児童生徒 527 人へ

ジェルキャンドル作り
中種子チャレンジ・キッズ第４回活動

　

10
月
26
日
、
中
種
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
第
４
回
活
動

「
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」
が

あ
り
、
９
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
染
色
し
て

板
状
に
固
め
た
ジ
ェ
ル
を
、
ラ

ン
ダ
ム
に
カ
ッ
ト
し
て
瓶
に
詰

め
た
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ゼ
リ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
」
と
、
小
さ
い
花
や
ど

ん
ぐ
り
な
ど
の
装
飾
品
を
入
れ

た
「
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
」
の

２
種
類
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

個
性
豊
か
で
色
鮮
や
か
な

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
が
完
成
し
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
た
作
り
た

い
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　

10 月 15・16 日　集落対抗ナイターソフトボール大会

　中種子中学校グラウンドで秋季大会が開催され、　中種子中学校グラウンドで秋季大会が開催され、
５チームが珍プレー好プレーで盛り上がりました。５チームが珍プレー好プレーで盛り上がりました。

10 月 19 日　南界校区相撲大会

　南界小学校で相撲大会が開催され、小学生 12　南界小学校で相撲大会が開催され、小学生 12
人と中学生５人の熱気ある取組が行われました。人と中学生５人の熱気ある取組が行われました。

10 月 20 日　野間小学校「大運動会」

　短距離走や各種リレーに声援が送られ、郷土芸能　短距離走や各種リレーに声援が送られ、郷土芸能
「アッチャメ」などの踊りが披露されました。「アッチャメ」などの踊りが披露されました。

10月25日　星原小学校「生活・社会科見学」

　薬用植物資源研究センターで、めずらしい植　薬用植物資源研究センターで、めずらしい植
物や薬用のガジュツなどについて学びました。物や薬用のガジュツなどについて学びました。

11 月１日　中種子中学校「風立祭」

　各学年が劇や合唱などの舞台発表を行い、校内に　各学年が劇や合唱などの舞台発表を行い、校内に
は種子島の模型など生徒の作品が展示されました。は種子島の模型など生徒の作品が展示されました。

11 月５日　全国大会の優勝旗レプリカ授与

　　令和４年度全国消防操法大会の優勝レプリカ
が中央分団に届けられ、町へ報告を行いました。

11 月６日　納官小学校「ＩＣＴの日」

　タブレットを使用した学習で５・６年生が、種子島中　タブレットを使用した学習で５・６年生が、種子島中
央高校情報処理科の生徒とプログラミングを学びました。央高校情報処理科の生徒とプログラミングを学びました。

11 月８日　中央保育所「芋掘り体験」

　保育所の畑で園児が安納いもを収穫し「大き　保育所の畑で園児が安納いもを収穫し「大き
いお芋がとれた！」と笑顔を見せました。いお芋がとれた！」と笑顔を見せました。

　優勝　伏之前Ａチーム　優勝　伏之前Ａチーム

　２年生の劇　「折り鶴」　２年生の劇　「折り鶴」
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ まちの話題　まちの話題　

　「おためし地域おこし協力隊」に続いて10月から

11月にかけて実施した「地域おこし協力隊インター

ン」プログラムに、２人の方が参加しました。活動

を終えてそれぞれから一言いただきましたので紹介

します。

◇狩野さん（20代・男性・大阪府）

　２年前に初めて訪れた時、青すぎる海に虜になっ

た種子島。今回はさらに地元の皆さまと濃く関わ

らせていただき、人の温かさに、この島がもっと

もっと好きになりました。２週間あっという間で

大阪に帰るのが名残惜しくて、空港で思わず涙し

たぐらい！ホンマにおもろく美味しい時間をあり

がとうございました！また来ます！

◇高瀬さん（20代・女性・東京都）

　10月 23日から11月５日の期間で参加しました、

高瀬と申します。インターン期間中は、たんかん

ジュース作りや６次産業のお手伝い、安納芋の糖

度調査などを行いました！将来は地方創生に携わ

る仕事をしたいと思っているので、今回の経験を

活かしていきたいと考えています。受け入れてい

ただいた事業者の皆さま、ありがとうございまし

た！

地域おこし協力隊通信（№ 94）
「地域おこし協力隊インターン生２人の紹介」大山広太郎

地域おこし協力隊とは、国の制度

で都市から地方へ生活の拠点を移

し、地域で活動を行いながら、任

期終了後の定住・定着を図りつつ、

地域活性化に繋げる取り組みで

す。任期は最長３年間です。

活動の様子や町の情報をInstagram に掲載して

いますので、ぜひご覧ください！

⬇

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

緊急通報装置の貸出しについて
　地域包括支援センターでは、高齢者の方や身体

障害者などの方が急病や災害時などの緊急時に迅

速かつ適切な対応が図れるように、緊急通報装置

（取付型）の貸出しを行っています。

　また、従来の緊急通報装置（取付型）に加え、

ひとり暮らしの高齢者や認知症などによるひとり

歩きの症状が見られる方とそのご家族が安心して

生活できるよう、新たに「GPS 端末」の貸出しを

実施しています。外出時に GPS 端末を持ち歩いて

いただくことにより、パソコンやスマートフォン、

専用アプリから日常生活の見守りや行動範囲の確

認はもちろんのこと、万が一行方が分からなく

なってしまった場合には、居場所の把握・特定に

役立てることができます。

※ GPS 端末本体については無料での貸出しとなり

ますが、別途専用アプリ利用料の負担や機器の破

損などによる修繕について、利用者負担によりご

対応していただく場合があります。

　申請方法や詳しい内容につきましては、地域包

括支援センターまでお問い合わせください。

高瀬さん高瀬さん 狩野さん狩野さん



9　広報なかたね 2024.12 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

 児童手当について、令和６年 10 月から所得制限

の撤廃や、高校生年代までの支給期間延長を含む、

制度改正が行われています。

額改定通知書（認定通知書）の送付について

　制度改正により児童手当の額が増額となる方

で、申請が不要な方（次の①、②に該当する場合）

については、令和６年 10 月７日付けで「児童手

当　額改定通知書」を送付しています。
①児童手当を受給中で高校生年代の児童を養育

しているため手当が増額となる方

②特例給付を受給中で所得制限の撤廃により手

当が増額となる方

　また、額増額の申請が必要な方（次の①～③に

該当する場合）のうち、令和６年 10 月 31 日まで

に申請された方については、令和６年 11 月１日

付けで「児童手当　額改定通知書」または、「児

童手当　認定通知書」を送付しています。
①高校生年代の児童のみを養育している方

②所得上限限度額を超過し、児童手当または、

特例給付を受給されていない方

③改正後の支給対象児童（高校生年代までの子）

が２人以上いる方で、対象児童の兄姉など（19

歳から 22 歳年代までの間にあって親などの経

済的負担（学費、生活費などの支援）がある子）

について監護に相当する世話などを行い、生計

を負担している方

　申請期間は令和７年３月 31 日となっています

が、申請がお済みでない方は、早めの申請にご協

力をお願いします。

支払通知書の廃止について

　制度改正後の 12 月 10 日支給分（10・11 月分）

の児童手当から「児童手当　支払通知書」が廃止

されます。令和６年 12 月から令和７年４月まで

の支給日は次のとおりとなりますので、ご確認を

お願いします。

支給日 対象月

令和６年 12 月 10 日（火）令 和 ６ 年 10 月・11 月 分

令和７年２月 10 日（月）
令 和 ６ 年 12 月 分

令 和 ７ 年 １ 月 分

令和７年４月 10 日（木）令 和 ７ 年 ２ 月・ ３ 月 分

 制度改正の内容や、申請手続きについて不明な

点などありましたら、町ホームページをご覧いた

だくか、役場地域福祉課こども未来係までお問い

合わせください

児童手当についてのお知らせ
◎お問い合わせ先　地域福祉課こども未来係㉗ 1111 内線 280

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ（12 月）
◎お問い合わせ先　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 212

≪開庁日≫

平日　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

※土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫

毎週火曜日　３・10・17・24 日　午後７時まで

第２日曜日　８日　午前８時 30 分から正午まで

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。

国税に関するご質問・ご相談は、

　　　　　　「国税相談専用ダイヤル」へ

　０５７０－００－５９０１（全国一律料金）

　受付時間　平日午前８時 30 分～午後５時

　（土日祝日および 12 月 29 日～１月３日を

　 除く。）

※税務署で面接によるご相談を希望される

場合は、事前予約が必要です。

◎お問い合わせ先

　種子島税務署☎㉒ 0440

　音声案内「２」を選択してください。



広報なかたね 2024.12 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

年末年始の町公共施設休館のお知らせ
◎お問い合わせ先　下表の備考欄に記載しています。お問い合わせは開庁・開館日にお願いします。
　記載内容　○ ･･･ 開庁・開館　× ･･･ 閉庁・閉館　△ ･･･ 条件付き開庁・開館

月日

施設名

12 月 １月

備　　考27 日28 日29 日30 日31 日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）（日）（月）

役場 ○ × × × × × × × × × ○
休み中の戸籍の届け出は役場
宿直室で受け付けます
代表　☎㉗ 1111

ごみ

松原山剪定木くず等仮
置き場

○ ○ ○ ○ △ × × × ○ ○ ○
23 日から 31 日の午前中まで開場
町民課　☎㉗ 1111 内線 201

中種子清掃センター ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○
中種子清掃センター　☎㉗ 2413

種子島清掃センター　☎㉘ 3310
種子島清掃センター ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○

※可燃ごみは１月１日から 1月３日まで収集は行いません。｢可燃ごみ (ゴミステーション )｣ には出さないでください。

医療
公立種子島病院 ○ × × × × × ○ × × × ○ 公立種子島病院　☎㉖ 1230

種子島産婦人科医院 ○ × × × × × × × × × ○ 種子島産婦人科医院　☎㉒ 0260

文化

体育

種子島こり～な ○ × × × × × × × ○ ○ ○
種子島こり～な　☎㉗ 3711

３日は二十歳の集い

中央公民館図書室 ○ ○ × × × × × × × ○ ×
社会教育課　☎㉗ 1111 内線 264

（中央公民館図書室）

歴史民俗資料館 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ 歴史民俗資料館　☎㉗ 2233

古市家住宅 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ 古市家住宅管理棟　☎㉗ 9090

中央公園 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 公共施設管理公社　☎㉗ 3800

町立体育館 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

12月29日（日）～１月３日（金）
までは、一般利用できません。
種子島中央体育館　☎㉔ 2226

中央体育館 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

※中央体育館内の利用は「会議室」と「トレーニングルーム」のみになります。

テニスコート ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

中央武道館 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

陸上競技場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

野球場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

弓道場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

相撲場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

ふれあいの里（ロッジ・黒糖伝承館） × × × × × × × × × × × ふれあいの里　☎㉗ 3990

温泉保養センター ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 温泉保養センター　☎㉗ 9211

自然レクリエーション村 ○ × × × × × × × × × ○ 自然レクリエーション村　☎㉗ 8785



11　広報なかたね 2024.12 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

 年末のし尿くみ取りは 12 月 16 日（月）から計

画収集のため、事前に申し込みが必要となります

ので、12 月 13 日（金）までにお申し込みください。

　期限を過ぎますと、年内にくみ取りができない

場合があります。

　ご不明な点は中種子清掃社までお問い合わせく

ださい。

年末のし尿くみ取りについて
◎お問い合わせ先　有限会社中種子清掃社☎㉗ 0327

マイナ保険証をお持ちでない方へ
　今年の 12 月２日に、現行の健康保険証は新た

に発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする

仕組みに移行します。 

　切り替えがまだお済みでない方も申請不要で届

けられる資格確認書で保険診療を受けられます。

ご安心ください。 

　また、今お持ちの保険証は、有効期限まで最大

１年間、利用できます。 

〇マイナ保険証をお持ちでない方

　申請不要で資格確認書をお届けします。 

〇新たに後期高齢者になった方 

　申請不要で資格確認書をお届けします。※来年

７月末まで

〇マイナ保険証での受診が困難な方（ご高齢の方、

障害をお持ちの方など） 

 申請いただくことで資格確認書をお届けします。 

　診療履歴に基づいたより良い医療が受けられる

など、便利で安全なマイナ保険証への切り替えを

ご検討ください。

　政府広報

　マイナ保険証のＱＲはこちら➡

救急車はどんな時に？
　下記のような症状が出た場合は、迷わず救急車

を呼びましょう。

【頭】突然の激しい痛み、急なふらつき

【顔】真っ青で冷や汗をかいている、顔の表情が

歪んでいる、ろれつが回っていない

【胸・背中】急な息切れ、呼吸困難、胸や背中の

急激な痛み

【手・足】突然のしびれ、力が入りにくい

【意識の障害】呼びかけに反応がない、会話がで

きない、もうろうとしている

【飲み込み】のどに詰まらせ意識消失

【けが・やけど】大量の出血が見られる場合、広

範囲のやけど

【けいれん】けいれんが止まらない

【吐き気】冷や汗が止まらない・強烈な吐き気

【事　故】交通事故や転倒で強い衝撃を受けている

実際にあった緊急性が低いと思われる事例の一部
●救急車だと早く診察してもらえる

●病院へ行きたいが、連れて行ってくれる人がい

ない

●タクシーだとお金がかかる

●今日診察の予約日になっているから搬送してほ

しい

●入院の準備をするから、〇〇分後に来てほしい

●サイレンは鳴らさないで来てほしい

　救急搬送された方の約半数以上が「軽症」と

診断されているのが現状です。

　上記のような救急車の利用により、本当に必

要としている患者さんにすぐ救急車が出動でき

ないケースも実際あります。救急車が必要か

迷ったら一度、かかりつけの病院に相談するな

ど、救急車の適正利用を心掛けましょう！

なかたね消防だより　救急車の適正利用にご協力ください
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119・㉗ 1039

身
体

症
状
や
動
作
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　納期限内に納めている世帯との公平性を保ち、

納税意識を高めるための取り組みや納税相談など

を実施します。

町の取り組み

１　時間外窓口を含めた納税相談の実施

２　滞納整理を視野に入れた財産調査の実施

３　臨戸訪問による納付催告および実態調査

※災害、失業、病気などにより収入の激減などが

あった場合は、国保税の減免を受けられる可能性が

ありますのでお早めに税務課までご相談ください。

納期内納付へのご理解・ご協力をお願いします。

８月と 12 月は鹿児島県の「県下一斉国保税滞納整理強化月間」です
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 203・230

保険料の納付期限のお知らせ
◎お問い合わせ先　地域福祉課介護保険係☎㉗ 1111 内線 293
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

　12 月は下表の保険料の納付期限となっています。

　納付期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願

いします。すでに納付期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

保険料 期別 納付期限

介護保険料
５期 令和６年 12 月 25 日（水）

後期高齢者医療保険料

　公認心理士の先生を招き、町民の方を対象に心理

相談を実施します。ひとりで悩まず、この機会に話

を聞いてもらってこころを軽くしてみませんか。

●こころの相談

　元気がない。憂鬱な気分。家族や近所との関係

性。些細な事が気になり何もできないなど。

●思春期の相談

　学校に行けない。友人関係がうまくいかないなど。

●子育ての相談

　子育ての悩みをだれかに話したいなど。

　相談を希望される方は、事前予約が必要ですの

でお気軽にお問い合わせください。

※相談を受けるにあたり、医師の指示などが必要

な場合があります。

■日時　12 月 25 日（水）　午前９時～午後５時

■定員　５人程度

　　　　1人あたりの相談時間は1時間程度です。

おひさま相談室～心の健康相談～のご案内について
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 261

Facebook
種子島中種子町
役場企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル

LINE　
中種子町　

Instagram
【種子島】中種子町

地域おこし協力隊

中種子町の情報はＳＮＳからも発信中！友だち登録やフォローをお願いします
◎お問い合わせ先　企画課広報係☎㉗ 1111 内線 259
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

誰にとっても身近なこと

　障害のある人が住みよい社会は、誰にとっても

住みよい社会です。

必要な支援は人それぞれ

　人によって障害や生活の状況は様々です。一人

ひとりのニーズに応じたコミュニケーションのと

り方や支援が必要です。

障害のある人もない人も認め合って

　障害のあることで特別視したり、特別扱いする

のではなく、障害を一人ひとりの多様な個性のひ

とつとして尊重することが大切です。

外見からは分かりづらい障害もあります

　聴覚や内部、精神などの障害は、外見上分かり

づらいため、誤解されたり、必要な配慮を受けら

れないことがあります。ＳＯＳを出しやすい環境

が求められます。

人権ってなんだろう　第 36 回「障害者の人権について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　陸上自衛隊高等工科学校は高等学校普通科と同

等の教育を行う「一般教育」、高度なテクノロジー

を修得するための教育を行う「専門教育」、陸上

自衛官として必要な体力、気力、チームワーク、

リーダーシップなどを養うための「防衛基礎学」

を主たる教育として受けます。３学年修了時には

提携する神奈川県立横浜修悠館高等学校（通信制）

の卒業資格を取得することができます。

【応募資格】

男子で中卒（見込含む）15 歳以上 17 歳未満の方

【受付期間】

令和６年 10 月１日（火）～令和７年１月 16 日（木）

【試験期日】

１次：令和７年１月 25 日（土）　予備：26 日（日）

２次：令和７年２月 15 日（土）　予備：16 日（日）

【試験会場】

１次：種子島合同庁舎

２次：陸上自衛隊国分駐屯地

【合格発表】

１次：令和７年２月６日（木）

最終：令和７年２月 28 日（金）

【その他】

　高等工科学校生徒の身分は特別職国家公務員

（生徒）であり、生徒手当として月額 117,900 円

および期末手当（６月・12 月）が支給されます。

詳しくは、上記までお問い合わせください。

陸上自衛隊　高等工科学校採用試験のお知らせ
◎お問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部種子島駐在員事務所☎㉓ 0299

　　　　　　　　　自衛隊対策室自衛隊対策係☎㉗ 1111 内線 268

■日時

令和７年１月 23 日（木）午前９時～午後０時 30 分

■会場

ハローワーク熊毛　１階会議室

■その他

個別面談方式（予約制）

※相談時間は、おひとり約 30 分程度を想定して

います。

○相談会は、ハローワーク熊毛と連携のもと、福

祉・介護職場への就職を希望する一般の方々に、

福祉施設などを紹介し、施設などにおける人材確

保を支援するためのものです。

福祉・介護の就職出張巡回相談日のお知らせ
◎お問い合わせ先　鹿児島県社会福祉協議会福祉人材・研修センタ－☎ 099（258）7888

　　　　　　　　　ハローワーク熊毛☎㉒ 1318
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　豊かな感性と知性と経験が 1人ひとりの力と

なり結集され、「私達の健康は　私達の手で」を

スローガンに、食を通した地域の健康づくりを

推進する、全国に協議会組織を持つボランティ

ア団体です。「食改さん」や「ヘルスメイトさん」

と呼ばれており、ピンク色の Tシャツがトレード

マークの食生活のプロフェッショナルです。

～中種子町における食生活改善推進員の活動内容～

　おやこ食育教室、健康づくり教室、乳幼児健診、

農林漁業祭でのお弁当調理・配布、どんぐり学級

料理教室、熊毛さかな魅力発見・発信料理教室　

など

　食生活改善推進員は、皆さんの近くにいます。

　食を通した健康づくりについて、気になる方

は、気軽にお声かけください。

食生活改善推進員コーナー 　 食生活改善推進員をご存じですか？

　農林漁業祭の様子　農林漁業祭の様子

　おやこ食育教室の様子　おやこ食育教室の様子

　年末年始は高カロリーな食事を摂る機会が多

い、運動の機会が少ない、生活習慣が乱れがちな

ど、毎年この時期に太ってしまうという方も多い

のではないでしょうか？

　健康な状態で新年を迎えられるようポイントを

お伝えします！

●体重を測る
　年末年始は忘年会にクリスマス、お正月と気づ

けば体重が増えてることもあると思います。増え

た体重を戻すのはなかなか大変なので、体重を測

り普段の体重を把握しましょう。

●料理は一人前ずつ取り分ける
　大人数で集まって食事をすると大皿で盛り付け

ることが多いと思います。大皿だとどれだけ食べ

たか分からずつい食べ過ぎてしまうので、先に一

人前を取り分けましょう。

●お酒は適酒を心掛ける
　お酒を飲む機会が多く、お正月には早い時間か

ら長時間飲む方もいるのではないでしょうか。飲

み過ぎないように飲む量を決めて、時間を決めて

だらだら飲み過ぎないようにしましょう。

●夜更かしをせず、生活リズムを整える
　夜更かしをすると夜食を食べてしまったり、起

きるのが遅くなり朝食を食べずお昼を多めに食べ

てしまいがちです。これは体脂肪が蓄積しやすい

食事パターンです。夜更かしが連日続かないよう

生活リズムを整え、朝食も食べるようにしましょ

う。

●こまめな運動を取り入れる
　年末の大掃除や初詣に出かけたり、隙間時間を

見つけて散歩やストレッチなどこまめに身体を動

かして消費カロリーを増やすよう意識しましょ

う。

●食べ過ぎ・飲み過ぎは前後で調整
　上記で色々ポイントをお伝えしましたが、つい

つい飲み過ぎ、食べ過ぎてしまうこともあると思

います。そんな次の日は食事量や油物を控えめに

する、お菓子やお酒はお休みする、身体を動かす

などして調整しましょう。

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

年末年始に体重を増やさずに過ごすポイント
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島
暮
し
北
西
風
に
船
は
来
ず
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
並
ぶ

物
な
し　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

奥
津
城
守
る
弟
夫
婦
居
れ
ば
こ
そ
生
ま
れ
在
所
に
今

も
集
え
り　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

球
児
等
は
地
に
ひ
ざ
ま
ず
き
号
泣
の
土
を
か
き
寄
す

吾あ

も
も
ら
い
泣
き　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

台
風
で
倒
れ
し
ユ
リ
ウ
ス
立
ち
上
が
り
ひ
弱
な
花
の

強
さ
に
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

変
わ
り
ゆ
く
野
間
風
景
眺
め
つ
つ
吾
は
変
わ
ら
ず
人

生
歩
む　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

東
風
吹
け
ば
流
れ
に
ほ
ん
の
り
乗
り
て
来
ぬ
誰
が
ふ

れ
に
し
か
お
が
た
ま
香
る　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

夫
不
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
数
時
間
さ
あ
何
し
よ
か
つ

ま
し
い
自
由　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

甲
子
園
コ
ロ
ナ
緩
み
て
マ
ス
ク
取
り
送
る
声
援
に
燃

ゆ
る
球
児
等　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

ア
メ
リ
カ
の
娘
に
会
う
た
め
の
初
海
外
十
三
時
間
に

本
を
購
ま
が
な

う　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

鉄
橋
を
渡
り
終
え
し
か
音
変
わ
る
暑
き
車
内
に
い
つ

か
微ま

睡ど
ろ

む　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

五
年
も
の
間
に
逝
き
し
友
八
人
病
で
来
れ
ぬ
友
も
多

き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

芭
蕉
の
実
重
く
垂
れ
た
り
ハ
リ
ー
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
の

数
え
歌
な
ど
想
い
浮
か
べ
て　

原
尾　

都　

貴
美
夫

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

櫨
紅
葉
最
期
の
覚
悟
夫
を
看
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

川
下
光
子

さ
ま
ざ
ま
の
命
の
声
や
秋
の
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

虫
の
闇
千
鳥
足
に
て
帰
宅
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

い
わ
し
雲
尾
は
ふ
る
さ
と
へ
続
く
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

三
途
ま
で
返
さ
ば
今
世
の
虫
す
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

ス
ケ
ッ
チ
の
集
団
秋
日
の
船
溜
ま
り

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

秋
の
夜
や
占
い
本
を
め
く
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

廃
校
の
白
き
校
舎
の
月
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

秋
晴
れ
や
新
幹
線
で
富
士
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

山
元
悦
子

畑
仕
事
１
日
終
え
見
る
秋
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

資
料
館
だ
よ
り
（
５
３
７
号
）

塩
釜
神
社
の
ル
ー
ツ

　

種
子
島
に
は
島
外
か
ら
伝

わ
っ
て
き
た
文
化
や
郷
土
芸
能

な
ど
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

増
田
郡
原
集
落
内
に
あ
る
塩

釜
神
社
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
初

代
島
主
（
信
基
）
が
種
子
島
を

統
治
す
る
時
に
塩
戸
（
塩
作
り
）

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
島
内
各

地
で
塩
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

増
田
の
小
塩
屋
で
は
愛
媛
県
宇

和
島
沖
の
小
島
で
塩
戸
を
し
て

い
た
人
々
が
移
り
住
み
製
塩
方

法
を
教
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

小
塩
屋
伝
説
に
よ
る
と
、
第

十
代
幡
時
公
は
塩
戸
の
人
々
の

こ
と
を
気
遣
い
、
四
国
の
小
島

か
ら
神
を
お
迎
え
し
て
小
塩
屋

に
塩
釜
神
社
を
建
立
し
、
幡
時

公
が
作
詞
、
作
曲
し
た
と
言
わ

れ
る
御
神
楽
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
氏
子
の
方
が
「
宇
和
島

沖
の
小
島
」
と
は
ど
こ
か
、
御

神
楽
の
歌
詞
の
二
番
に
出
て
く

る
「
明
子
（
あ
こ
）
の
浜
か
ら

舟
に
乗
り
漕
ぎ
出
で
て
・
・
・
」

を
手
掛
か
り
に
そ
の
ル
ー
ツ
を

調
べ
て
い
ま
す
。
宇
和
島
周
辺

の
古
地
図
に
「
明
子
」
と
い
う

地
名
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
宇
和
島
沖
に
浮
か
ぶ
日

振
島
に
「
明
海
」
と
記
さ
れ
、

ロ
ー
マ
字
で
「
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
と

書
か
れ
た
地
名
が
あ
る
の
を
見

つ
け
た
の
で
す
。
日
振
島
は
四

国
と
九
州
に
挟
ま
れ
た
豊
後
水

道
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
古
く
か

ら
海
上
交
通
の
要
衝
で
、
幡
時

公
も
潮
待
ち
や
風
待
ち
な
ど
の

際
に
立
ち
寄
り
瀬
戸
内
海
を
行

き
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
周
辺
で
は
塩
戸
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日
振
島

を
は
じ
め
周
辺
の
島
々
で
は
今

で
も
御
神
楽
が
舞
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
本
来

「
明
海
（
あ
こ
）」
で
あ
っ
た
も

の
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
う

ち
に
「
明
子
」
と
伝
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
小
塩
屋
に
塩
作

り
の
指
導
に
来
て
定
住
し
た
人

た
ち
は
、
日
振
島
の
人
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
何
気

な
く
見
て
い
る
も
の
も
、
そ
の

ル
ー
ツ
を
調
べ
て
み
る
と
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

町
文
化
財
保
護
審
議
員

　
　
　
　
　
　
　

深
田　

和
幸
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『
よ
ろ
～
て
フ
ァ
イ
ル
』
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

　
『
よ
ろ
～
て
フ
ァ
イ
ル
』
と
は
、

「
支
援
を
必
要
と
す
る
本
人
・
保

護
者
の
思
い
を
尊
重
し
な
が
ら

教
育
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
就

労
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

一
貫
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
」
を

目
的
と
し
、
発
達
段
階
で
気
に

な
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
子
ど

も
に
関
し
て
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
（
就
学
前
～
小
学
校
～
中
学

校
～
高
校
な
ど
）
で
の
子
ど
も

の
特
性
を
書
き
連
ね
て
い
く
こ

と
で
、
本
人
の
困
り
感
に
対
し
、

支
援
者
が
適
切
な
支
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
る 

『
リ
レ
ー
フ
ァ

イ
ル
』
と
呼
ば
れ
る
個
人
の
記

録
で
す
。

　

成
長
の
過
程
で
、
そ
の
時
期

ご
と
に
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な

こ
と
、
配
慮
が
必
要
な
と
こ
ろ

な
ど
を
保
護
者
や
各
支
援
者
が

書
き
込
み
、
共
有
す
る
こ
と
で

よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
は
各
市
町

の
福
祉
担
当
課
に
て
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
、
使
っ
て
み
た
い
と
思

わ
れ
る
方
な
ど
各
市
町
担
当
課

も
し
く
は
各
相
談
支
援
事
業
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
決
ま
っ

た
ル
ー
ル
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
本
人
や
ご
家
族
が
見
返
し

て
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
書
き
込

む
用
紙
が
足
り
な
く
な
っ
た
場

合
や
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
編
集

さ
れ
た
い
場
合
な
ど
、
種
子
島

地
区
自
立
支
援
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
フ
ァ
イ
ル

の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

文
責
：
相
談
支
援
事
業
所

た
ち
ば
な
園　

日
笠
山　

秀
行

（
こ
ど
も
部
会
事
務
局
）

　

☎　

㉕
１
１
９
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

㉕
１
１
９
８

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
打
上
げ

　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
が
、
２
０

２
４
年
11
月
４
日
（
月
）
15
時
48
分

00
秒
（
日
本
標
準
時
）
に
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

か
ら
打
上
げ
ら
れ
、
所
定
の
軌
道
で

衛
星
を
分
離
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
今
回
の

４
号
機
の
打
上
げ
に
よ
り
３
機
連
続

の
打
上
げ
成
功
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
声
援
、
ご
協
力
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
次
世
代
大
型
基
幹
ロ
ケ
ッ

ト
の
安
定
し
た
着
実
な
打
上
げ
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

光
衛
星
間
通
信
シ
ス
テ
ム

(

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｓ)

と
先
進
レ
ー
ダ
衛
星

「
だ
い
ち
４
号
」(

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

４)

の
世
界
最
速
の
光
衛
星
間
通
信
に
成
功

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、「
光
デ
ー
タ
中
継
衛

星
」
に
搭
載
し
て
い
る
「
光
衛
星
間

通
信
シ
ス
テ
ム
」(

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｓ)

と
、
先
進
レ
ー
ダ
衛
星
「
だ
い
ち
４

号
」（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

４
）
と
の
間
で
、

通
信
速
度
１
・
８
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の
光
衛

星
間
通
信
に
成
功
し
ま
し
た
。
約
４

万
㎞
離
れ
た
宇
宙
空
間
で
、
相
互
に

補
足
・
追
尾
を
確
立
し
、｢

だ
い
ち
４

号｣

に
コ
マ
ン
ド
を
送
信
、｢

だ
い
ち

４
号｣

か
ら
の
テ
レ
メ
ト
リ
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
最
速

「
１
・
８
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
」
の
通
信
速
度(

通

信
光
波
長
１
・
５
㎛
帯)

で
、
静
止

軌
道
と
低
軌
道
に
あ
る
光
衛
星
間
通

信
に
お
い
て
世
界
初
の
成
功
と
な
り

ま
す
。
実
証
実
験
を
引
き
続
き
行
い
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
き
ぼ

う
」
と
の
デ
ー
タ
伝
送
の
実
証
な
ど

も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館 

年
末
年
始
休
館
日

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技

術
館
は
、２
０
２
４
年
12
月
28
日(

土)

か
ら
２
０
２
５
年
１
月
２
日(
木)

ま

で
休
館
、
年
明
け
１
月
３
日(
金)
か

ら
開
館
予
定
で
す
。
最
新
情
報
は
フ
ァ

ン
！
フ
ァ
ン
！
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
！
の
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(

記
事
の
内
容
は
11
月
４
日
現
在
）
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『
被
ば
く
』
と
い
う
と
、
原
爆
・

原
子
力
発
電
所
や
病
院
で
の
被
ば

く
の
よ
う
な
人
工
放
射
線
に
よ
る

も
の
が
連
想
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
気
中
や
宇
宙
線

な
ど
様
々
な
種
類
の
放
射
線
が
自

然
界
に
も
存
在
し
、
私
た
ち
は
普

段
の
生
活
で
常
に
被
ば
く
を
受
け

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
放
射
線
も

触
れ
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き

な
い
こ
と
に
加
え
、
広
島
・
長
崎

の
体
験
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故

な
ど
か
ら
被
ば
く
に
対
し
て
不
安

に
感
じ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

当
院
で
放
射
線
を
使
用
し
て
行

う
検
査
は
、
骨
密
度
測
定
・
Ｘ
線

撮
影
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）・
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

検
査
・
Ｘ
線
透
視
検
査
で
す
。
こ

う
い
っ
た
検
査
な
ど
の
医
療
行
為

に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
本
人
や
介

護
・
介
助
者
が
受
け
る
被
ば
く
を

医
療
被
ば
く
と
い
い
ま
す
。
私
た

ち
放
射
線
技
師
は
、
診
断
で
き
る

画
質
を
保
ち
つ
つ
、
患
者
さ
ん
の

体
格
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
必
要
最

低
限
の
放
射
線
を
使
用
し
、
被
ば

く
す
る
部
位
も
必
要
最
小
限
に
な

る
よ
う
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
検

査
で
使
用
す
る
放
射
線
は
健
康
被

害
を
誘
発
す
る
量
よ
り
は
る
か
に

少
な
い
た
め
、
医
療
被
ば
く
に
よ

る
発
が
ん
の
リ
ス
ク
よ
り
、
喫
煙
・

飲
酒
や
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
な
ど
の

生
活
習
慣
に
よ
る
要
因
で
の
発
が

ん
の
リ
ス
ク
の
方
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
気
に
さ
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、放
射
線
に
よ
っ

て
損
傷
し
た
細
胞
は
数
日
で
修
復
・

再
生
す
る
能
力
が
あ
る
た
め
検
査

に
使
用
す
る
少
量
の
放
射
線
に
よ

る
影
響
は
蓄
積
し
ま
せ
ん
。

　

診
療
に
お
け
る
放
射
線
の
利
用

は
、
被
ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
の

リ
ス
ク
よ
り
も
、
検
査
で
病
気
や

け
が
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
大
き

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
行
わ
れ

ま
す
。
放
射
線
を
使
っ
た
検
査
に

不
安
が
あ
る
場
合
は
、
主
治
医
・

放
射
線
技
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

医療被ばくについて

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付】
　午前８時 30分
～午後４時 00分

小児科 （野田） 鹿児島大学派遣医師

内科

（野田） （野田） （野田） （野田）

藤原 藤原 藤原 藤原 藤原

眼科
鹿児島大学眼科
２ ～ ３ 日
16 ～ 17 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来
（第３水曜）

中島

５日

※野田先生の診療日　 ２ 日（月）午後～６日（金）午前・16 日（月）午後～ 20 日（金）午前
※中島先生の診療日　 ５ 日（木）
※陳先生の診療日　　16 日（月）～ 20 日（金）
※荒井先生の診療日　23 日（月）～ 25 日（水）
※徳山先生の診療日　26 日（木）～ 27 日（金）
※当番医　　　　　　 ８ 日（日）

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付】
　午前７時 30分
～午前 11 時 00 分

小児科 （野田） 鹿児島大学派遣医師

内科

（野田） （野田） （野田） （野田）

藤原 藤原 藤原 藤原 藤原

眼科
鹿児島大学眼科
２ ～ ３ 日
16 ～ 17 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
リウマチ科
精神科

毎週 物忘れ
ストレスケア外来
（第３水曜）

中島

整形医師 ５日

午前の部

午後の部

公立病院だより 　公立種子島病院☎㉖ 1230　診療放射線技師　井上　史央里

　　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡

予
定

訃報
　病気療養中であった徳永正朝院長が、10 月 27 日

にご逝去されました。故人の生前の功績を偲ぶと

ともに、謹んで皆さまにお知らせ申し上げます。
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戸 籍 の 窓
令和６年 10 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

女の子 名前 両親 集落

熊野　愛
あい

徠
ら

洋介・斐佳理 横　町

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

10/4 中園　親博 西之山 69 歳

10/6 東　幸子 牧　川 91 歳

10/7 塩釜　ツヤ子 屋久津 92 歳

10/18 宮内　チズ子 田　島 84 歳

10/19 日髙　百々代 中　山 101 歳

10/20 濵田　ヤヱ 坂　元 97 歳

10/25 豊　栄次 横　町 73 歳

10/25 永濱　中子 横　町 86 歳

10/26 濵添　時春 池之平 92 歳

10/27 山田　美代子 満足山 88 歳

10/31 牧口　ジツ子 大　平 89 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,109 人 (-19) 出生 0人

男　性 3,411 人 (-11) 死亡 12 人

女　性 3,698 人 ( -8) 転入 13 人

世帯数 4,039 戸 ( -9) 転出 19 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　10 月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 35 件 うち急病 19 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 2 件 ( +1)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 ( 0) 1 件 ( +1)

※令和６年 10 月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

岩本　久光　(池之平 )　増尾　正英　 ( 砂　中 )

東　芳洋　　(牧　川 )　日髙　太　　 ( 中　山 )

濵田　三昭　(坂　元 )　折戸　勝　　 ( 畠　田 )

山田　昭人　(満足山 )　堀木　佐代子 (横　町 )

濱添　昭広　(池之平 )　　　　　　　　　　　　

≪赤い羽根街頭募金のお礼≫
　10 月 13 日（日）町民体育祭の際、ジュニア

リーダークラブべにんこのみなさんご協力のも

と、赤い羽根街頭募金を実施しました。多くの

皆さまにご賛同、ご協力をいただきましたこと

心から感謝申し上げます。皆さまからの募金合

計金額は、53,259 円でした。以上報告させて

いただくとともに、心からお礼と感謝を申し上

げます。

◎お問い合わせ先
　中種子町共同募金委員会☎㉗ 1845石油組合中種子支部より

　　　　　　　　日曜日当番のお知らせ
組合加盟店 12 月 １月 ２月

（有）和人組

中央給油センター

８日 12 日 ９日

22 日 26 日 23 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

１日 5 日 ２日

15 日 19 日 16 日

◎お問い合わせ先　　※ 12 月 29 日全店営業

（株）GLOBAL THINK 中央給油センター☎㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所☎㉗ 0205
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子どもの定期予防接種医療機関日程
病院・医院名 接種曜日 対応時間

田上診療所
☎㉗ 0325

月・金曜日 14:00 ～ 16:00

種子島医療センター
ナビダイヤル

☎ 0570（09）0960
月～土曜日 14:00 ～ 16:00

公立種子島病院
☎㉖ 1230

木曜日（月
1 ～ 2 回）

16:00 ～ 17:00

高岡医院
（３歳以上）
☎㉗ 3100

月～金曜日 15:00 ～ 16:30

土曜日  9:00 ～ 11:00

【ワクチンの種類】
●二種混合　２日（月）～ 21 日（土）
●ＭＲ混合　23 日（月）～ 30 日（月）
（注）30 日は午前のみ

※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご
　予約をお願いします。
※詳しくは、こども家庭センター☎㉗ 1111
　　　（内線 254・292）までご連絡ください。
町ＨＰ「こども家庭センター　りんく」➡

「なかたねお知らせ版」「こども家庭センターりんく」
12 月１日～ 31 日

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

10（火）
幼児学級（１歳）
クリスマス製作

福祉センター

12（木）
幼児学級（２～４歳）
クリスマス製作

17（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
クリスマス製作

23（月）
赤ちゃん教室・幼児学級合同
クリスマス会

中央保育所園庭開放日
※第２月曜日　９日（10:30 ～ 12:00）
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援センター
おひさま」☎㉗ 0031（中央保育所内）までお問い
合わせください。

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

１（日） 百合砂診療所 ☎㉘ 3901

８（日） 公立種子島病院 ☎㉖ 1230

15（日） 種子島医療センター ナビダイヤル
☎ 0570（09）0960

22（日） 田上診療所 ☎㉗ 0325

29（日） 中種子クリニック ☎㉗ 3222

31（火） 種子島医療センター ナビダイヤル
☎ 0570（09）0960

行事・イベントなど
日 行　事

１（日）第54回地区市町対抗駅伝競走大会（西之表）

５（木）中種子町議会（～ 13 日）

８（日）

第 65 回南日本 10 ㎞ロード通信競技大会
（西之表・屋久島）

第35回女子長距離走大会（西之表・屋久島）

11（水）よろず支援拠点定期相談会

14（土）土曜授業

15（日）
よいらーいきクリーン作戦

親子ふれあいスポーツ大会

21（土）中央公民館図書室おはなし会

22（日）

種子島こり～な冬休み映画上映（自主文
化事業）
県スポーツ少年団競技別交歓大会（剣道・
バドミントン：鹿児島市）

24（火）
どんぐり学級

小・中学校終業式

こども未来係　カレンダー
こども家庭センターで実施（※一部別会場）

日 行　事 時間

４（水）にじいろ家族（心と体） 10:00～ 12:00

５（木）にじいろクラス 13:30～ 15:00

13（金）
にじいろ健診（※保健センター） 9:00～ 11:30

母子手帳交付 13:30～ 15:00

18（水）
にじいろカフェ

 9:00～ 12:00

13:00～ 17:00

にじいろ健診（※保健センター）12:45～ 16:30

21（土）
りんくのおおひろば（※中央公民館大ホール）  9:00～ 12:00

にじいろ家族（沐浴） 10:00～ 12:00

25（水）
にじいろ健診（※保健センター）13:00～ 16:30

母子手帳交付（※保健センター）13:30～ 15:00

●りんくのひろば（平日は交流スペースで実施）

　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）

にじいろクラス（ぽかぽか教室）
こども家庭センターで実施

受付時間 対象児（生まれ）

５（木）13:30～ 13:45 R6.9.16 ～ R6.10.15 他 希 望 者

にじいろ健診（乳幼児健診）
保健センターで実施

日 行　事 時間

13（金）
 9:15 ～ 9:30

３～５ヶ月児 R6.8.1 ～ R6.8.31

６～８ヶ月児 R6.5.1 ～ R6.5.31

 9:00 ～ 9:15 ９～ 11 ヶ月児 R6.2.1 ～ R6.2.29

18（水）13:00～ 13:15 ３ 歳 児 R3.10.1 ～ R3.11.30

25（水）13:00～ 13:15 １歳６か月児 R5.4.1 ～ R5.5.31
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島の四季彩 サルトリイバラ
　　　　　　　（サルトリイバラ科）

【漢字表記】猿捕茨
【別名】サンキライ (山帰来 )
【島名】カカラ (この仲間の総称 )、
　　　　マンジュウノハ (葉の用途による呼称 )
【分布】北海道～九州・琉球、東アジア
【生育地】疎林や山地の林縁部
　和名の由来は、「実の付いた蔓の仕掛けで猿を捕え
るから」とか、「この蔓で猿を生け捕りにするから」
とか言われています。蔓性の半低木で、枝には鉤状の

刺が散生し、巻きヒゲがあり、他物に絡み、茎を伸ば
します。雌雄異株で、開花は春、葉の展葉と同時で、
黄緑色の小花を球状に多数つけます。雌株は晩秋～冬
に球形の果実が赤熟します。島内の同属植物に、本種
とサツマサンキライとハマサルトリイバラの３種があ
りますが、落葉し、実が赤熟するのはサルトリイバラ
だけです。いずれの種とも、葉を餅や饅頭を包むのに
使いますが、島内でのサルトリイバラの利用はほとん
どありません。赤熟した実のある蔓はリースなどの花
材として利用されています。地下には塊茎があり、漢
方の生薬とされます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時

ふるさと納税事業所に
登録しませんか？
ふるさと納税返礼品紹介

南国種子島！日本みつばちのはちみつ
（ひさちゃん養蜂園）

安納いも大福
（菓子処渡辺）

種子島産
モリンガ茶とホーリーバジル茶セット

（Bamboo Forest）

オリジナルレトルトカレー
〈焼きカレーの素〉＆よくばりブラウニーセット

（軽食屋はなやなぎ）

興味のある方はお気軽にご相談ください
中種子町役場企画課地域振興係　☎ 0997-27-1111（内線 300）


